
鋳物づくりの基本を学ぶ 鋳造工学教室 レビューシート 

第 15 回講座 … 生型砂の混練と添加材 
 

Q1. 生型砂の主粘結材として用いられるベントナイトにはどのような種
類のものがありますか︖ 

 

ベントナイトの主成分であるモンモリロナイト内の陽イオンの違いに
より「Ca 型」と「Na 型」があり、さらに Ca 型を化学処理によって Na
型に変性した「活性化型」がある。 

 
 

Q2．生型砂混練時の水の加え方として、”一次注水“と”二次注水“の２度に
分けて注水･混練することによってどのようなメリットが得られます
か︖ 

 

一次注水後の混練で砂粒表⾯に適度な湿り気を与え、その後に加えた
ベントナイトが砂粒表⾯に均一に付着させることで相対的に混練度が増
し、二次注水で必要最⼩限の水を加えることで流動性と充填性に優れた
生型砂を得ることができる。 

 

Q3. 生型砂に澱粉を加えることで生型砂のどのような性質を改善できま
すか︖ また、これによってどのような鋳造欠陥に対して改善効果が
期待できますか︖ 

 

生型砂に補助粘結材として澱粉を添加することで、生型の引張強さが
向上する。これにより、砂かみ防止、すくわれ･絞られ欠陥対策、および
造型時の型落ち防止などの効果が期待できる。 

 

Q4．石炭粉を加えた生型砂で製作した生型が溶湯に触れるとどのような
反応が起こりますか︖ また、そのことによりどのような鋳造欠陥に
対して改善効果が期待できますか︖ 

 

石炭粉は溶湯熱によって燃焼し、溶湯と鋳型との界⾯に還元性ガスを
発生させる。これにより、ガス背圧による溶湯の差し込み防止や、溶湯
の酸化低減による水素ガス由来のガス欠陥防止、さらに砂の焼き付き防
止などの効果が期待できる。 

 

Q5．生型砂に澱粉や石炭粉を添加することで“崩壊性”が改善するといわれ
ますが、その理由について簡単に説明してください。 

 

澱粉や石炭粉が溶湯熱によって燃焼･気化し鋳型内に空洞をつくる「ク
ッション材」として働き、鋳造後の鋳型が崩壊しやすくなる。また、溶
湯熱による石炭粉の燃焼で溶湯と鋳型の界⾯に反応層を形成し鋳物と鋳
型が分離しやすくなる。 

 




